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一般教育演習 

プログラミングで問題を解く： 

集計から人工知能まで



次回からPythonを掘り下げたい
宿題：
• USBメモリからJupyter Notebookを 
起動する手順を確認復習しておくこと 

• 特に毎回必要となるコマンドプロンプト 
作業も確認復習しておくこと 

• Jupyter Notebookにいろいろ打ち込ん 
でエラー出してみたり遊んでみること 

• 余裕ある人はPythonの教材もチェック



自分のPCを使いたい人へ
演習ではNotebookをダウンロードして作業することがある
ためネットワークの設定が必要です。下記を読んで自分のPC
で北大内の無線LANが使えるよう設定をしてください。 
https://www.hines.hokudai.ac.jp/wlan/ 

USBメモリは必要なく、下記の作業のみです。 

1) Anacondaをダウンロードしインストーラの指示通りに 
　通常インストールします。 
2) Jupyter Notebookの起動アイコンができるので  
　普通にそこから起動して使うだけです。

Macでも同じです。

https://www.hines.hokudai.ac.jp/wlan/


USBメモリのPython環境を使う： 

毎回演習開始時に以下を実行
1. USBのフォルダ「python」を選択 

2. コマンドプロンプトを起動 

3. 「python -m ipykernel install --user」を入力



①

②



③

「python」←Anacondaをここにインストールしたとする



cd python

python -m ipykernel install --user

ここにどのフォルダを見ているかが表示されるので...

最初にAnacondaをインストールしたフォルダ(ここでは「python」という名前とする) 
を選択してから「コマンドプロンプト」を起動していたらここに「F:¥python>」と 
出ているので、そのまま「python -m ipykernel install --user」と入力

「F:¥>」など、別であれば「cd F:¥python」として見ているフォルダをかえ
表示が「F:¥python>」となるか見る

ここまで毎回準備！



Jupyter Notebookの起動の仕方

その１：一番直接的なやり方
1. USBメモリのAnacondaを入れたフォルダを開く  

2. そのフォルダの中にある「Scripts」を開く 

3. 「jupyter-notebook」を起動  

(ファイル名は「jupyter-notebook.exe」だが 

たぶんexeは通常表示されない)

先ほどの準備作業をした後



Jupyter Notebookの起動の仕方

その２：ショートカットを作っておき 
それから起動

講義ウェブサイトから「Jupyter_Notebook.lnk」を 
ダウンロードし、USBに保存しておく

http://art.ist.hokudai.ac.jp/~takigawa/prog/

毎回講義開始時に先ほどの準備作業をした後、 
このファイルをダブルクリックで起動



起動しない場合、色々修正する必要あり
Jupyter_Notebook.lnkの 
アイコンを右クリックし、 
プロパティを選択

ショートカットを選び 
右のような画面が出たら 
「リンク先」の部分の 
「F:¥python」をすべて 
自分の環境と同じに修正

「コマンドプロンプト」が 
「F:¥」以外ならそれも





Jupyter Notebookの終了の仕方

起動時に開いた黒いウインドウ 
(コマンドプロンプト)を閉じる



今日のお題：Pythonに慣れよう

•前回の復習とふりかえり 
•演習室を使うための毎回の準備作業について 
•Jupyter Notebookの動かしかた 
•Notebookをダウンロードして実行してみる 
•Python言語の基本を学ぶ 
print文、変数、数字の計算 
•Markdownで文書を飾ってみよう 
•ミニレポートタイム



先週のお題：Pythonを始めよう
•前回の復習とふりかえり 
•paiza.IOでPythonに触れてみる 
•Python言語の基本を学ぶ + 最初はどうやって勉強
すればいいか？ 
•Pythonインタプリタと実行環境について 
•USBメモリのPython環境の使い方 (改) 
•Jupyter Notebookの動かしかた 
•(補足) なぜ前回動かなかったか?  
•(補足) USBメモリについて 
•ミニレポートタイム



大雑把なビジョン

•この演習でやりたいことは大きく２つ

1. 「プログラミング」とは何かを理解しそれを 
どうやって学んでいけば良いかの指針を与える 

2. 「Python」というプログラミング言語の基礎と 
実習を実際にやってみる



まずはprintと電卓

1. 文字を出力 
    print('出力したい文字') 
    print("Don't do it!") ←'があるときは"でくくる

2. 四則演算 
    足し算 + 引き算 - 掛け算 * 割り算 / 
    割った余り % べき乗 ** 
    round(1.2345, 3) ←小数点以下3桁に丸める 
                                                (四捨五入とちょっと違う)



print文をもう少し

print('答えは', 3, 'です') 
print('答えは', 3, 'です', sep=":") 
print('答えは', 3, 'です', sep=":", end=";") 
print('答えは', 3, 'です', sep=":", end=";") 
print() 
print('答えは', 3, 'です', sep=" ", end="\n")

バックスラッシュは 
日本語キーボードでは「￥」



変数と代入

a = 3 
b = 4 
hoge = 5 
kotae = a * b + hoge 
print('答えは', kotae, 'です', sep='')

バックスラッシュは 
日本語キーボードでは「￥」



演習環境：Jupyter Notebook



講義ウェブサイトから「Jupyter_Notebook.lnk」を 
ダウンロードし、USBに保存しておく

http://art.ist.hokudai.ac.jp/~takigawa/prog/

毎回講義開始時に先ほどの作業をした後、USBから 
このファイルをデスクトップにコピーしダブルクリック 
すれば「Jupyter Notebook」が起動する

ただし先ほどの表示が「F:」で始まっていること、 
USBにanacondaを入れたフォルダ名が「python」 
であること、は必要



演習環境：Jupyter Notebook
起動すると下記のような画面に



新規作成

フォルダなども作成できる



ここにPythonコードを打ち込む
「Run」をクリックするか、ShiftとEnterの同時押しで実行

「緑の枠」が表示されているとき：コマンドモード



ここにPythonコードを打ち込む
「Run」をクリックするか、
ShiftとEnterの同時押しで実行

「緑の枠」が表示されているとき：編集モード

「緑の枠」が表示されているとき：コマンドモード

クリック or 
Enter

欄外クリック or 
Esc



セルをたす セルを消す
セルをコピー

セルを貼り付け

セルを実行

ファイル名 
(クリックして変更も可能)

A 上にたす 
B 下にたす

DD
C

V

Shift+Enter

キーボードショートカット 
(ただし「コマンドモード」)

セルを下に移動

セルを上に移動 K

J

ヘルプ

H ショートカット一覧を表示
(or Help→Keyboard Shortcuts)



Shift+Tab

「?」を最後につける

変数の情報を表示



Markdown
注：これはpythonとは直接関係ありませんが...

M

Y

Shift+Enter

Enter



Markdownのルール



Markdown記法 フォーマット後

コードセルの説明などをMarkdownセル 
として入れておくと実行もでき結果も含み 
説明もあるインタラクティブ文書となる！



http://art.ist.hokudai.ac.jp/~takigawa/prog/

作業：授業のホームページから「myfirstcode.ipynb」や 
「ex1.ipynb」「ex2.ipynb」をダウンロードして実行し
てみよう。

Pythonが起動しているフォルダにコピーし、 
クリックして開く！



「Pythonが起動しているフォルダ」

「Jupyter_Notebook.lnk」を設定し起動した場合

Anacondaを入れたフォルダのScriptsのjupyter-notebook 
を実行して起動した場合 → そのScriptsフォルダ



ファイルブラウザの画面でホーム(     )をクリックした 
ところに作ったPython3ファイル(.ipynb)で

「Pythonが起動しているフォルダ」

Windowsの場合

Mac/Linuxの場合

コードセルで「!cd」を実行して表示されるフォルダ

コードセルで「!pwd」を実行して表示されるフォルダ

注意：「¥」記号は英語では「\」に対応するので 
同じことを指す。適宜読み替えてください

F:¥python¥subfolder ←これはF:ドライブのpython 
フォルダの中のsubfolderフォルダ



実行できたらそのJupyter Notebookを保存してみよう！



Jupyter Notebookが起動し動いて入れば、この環境で 
かなり高度なこともできます。またネットに転がっている 
Notebookを実行して見ることもできます!



Pythonの学習について
•Python公式チュートリアル  

https://docs.python.jp/3/tutorial/ 

•LearnPython.org interactive Python tutorial (英語)  
https://www.learnpython.org 

•CodeAcademy (英語) 
https://www.codecademy.com/learn/learn-python 

•Intro to Python for Data Science (英語)  
https://www.datacamp.com/courses/intro-to-python-for-data-science/ 
•Python tutorials for beginners (英語) 

http://thepythonguru.com 

•Progate (プロゲート) 
http://prog-8.com/languages/python 

•ドットインストール 
https://dotinstall.com/lessons/basic_python_v3

https://docs.python.jp/3/tutorial/
https://www.learnpython.org
https://www.codecademy.com/learn/learn-python
https://www.datacamp.com/courses/intro-to-python-for-data-science/
http://thepythonguru.com
http://prog-8.com/languages/python
https://dotinstall.com/lessons/basic_python_v3


https://wiki.python.org/moin/BeginnersGuide/NonProgrammers

オンラインで無料の良い講義も多数！



•LearnPython.org interactive Python tutorial (英語)



•CodeAcademy (英語)



•Intro to Python for Data Science (英語)



•Progate (プロゲート) http://prog-8.com/languages/python

http://prog-8.com/languages/python






https://paiza.jp/works/python3/primer•paizaラーニング



今日のお題：Pythonに慣れよう

•前回の復習とふりかえり 
•演習室を使うための毎回の準備作業について 
•Jupyter Notebookの動かしかた 
•Notebookをダウンロードして実行してみる 
•Python言語の基本を学ぶ 
print文、変数、数字の計算 
•Markdownで文書を飾ってみよう 
•ミニレポートタイム


